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小須戸写真クラブ パレットこすど しゅんこう和紙ちぎり絵 楽　陶　会

囲碁将棋愛好会 パソコンサークルＡＢＣ 小須戸俳句同好会 小須戸川柳会

小須戸民謡愛好会 成　美　会 小須戸クラッシックギタークラブ 小須戸大正琴愛好会

サークルひまわり シャルウィダンスこすど コールあじさい 小須戸音頭保存会

レクあじさい

活き生きパソコン

歌謡ほほえ美会 矢代田民謡友好会

ワクワクする写真を

撮る“コツ”を

学び合いませんか？

第１火曜日　夜間
風間さん　３８－２８１５

第１・３金曜日　午後
高橋さん　３８－２７８４

第２金曜日　午前
高山さん　３８－２８２３

毎週日曜日　午前
巌さん　３８－３４５３

毎週火・土曜日　午後
藤田さん　３８－３７６８

第１・３水曜日　午前
高崎さん　２２－７２１３

第１木曜日　午後
馬場さん　３８－４２３５

第２水曜日　夜間
会田さん　３８－４８２０

第２・４土曜日　午後
永川さん ０２５－３７３－５５０５

第２火曜日・第４金曜日 夜間
川田さん　２４－４８３９

毎週土曜日　夜間
佐藤さん　３８－３０２３

毎週月曜日　午前
武沢さん　３８－４６６１

毎週火曜日 午前、第３月曜日 午後
加藤さん　３８－５０１３

第２・４水曜日　午前
本多さん　３８－３２１９

第１～３土曜日　夜間
長井さん　３８－２７２１

第2･4月曜日 午後、第2･4水曜日 夜間
鈴木さん　３８－３１５５

第２土曜日　午後
市村さん　３８－３１４５

第1・3木曜日 午後、第2・4金曜日 午後
畑中さん　３８－３３８６

不定期 (芸能祭等の前に集中して練習します )
渡邊さん　３８－３７４４

第１～第４金曜日　午前
田澤さん　３８－２５８０

第２火曜日 午後、第４金曜日 夜間
小林さん　３８－３７９０

第１～第４火曜日　午前
白井さん　３８－５３１８

第２・４月曜日　午後
和泉さん　３８－２７７３

第１・４金曜日 夜間、第２日曜日 午前
杉本さん　３８－４７６０

手具３Ｂ
(ベル・ベルダー・ボール )

を使って
音楽に合わせ

踊ったり体操をします

楽しく

すごしませんか？

初心者ＯＫ

民謡の練習を

通じて交流します

津軽三味線と

唄の会です

楽しみながら

ゆっくり

学習します

日本伝統の和紙の味わい

すぐ作品が作れます

どなたも大歓迎！

四季折々の

花鳥風月などを

肌で感じながら

五七五にしてみませんか？

年１回は

コンサートを開こうと

思っています

一緒に練習しませんか！

コーラスは楽しい！

ステキにハモったときは

身も心も最高です！

一緒にハモりませんか？

社交ダンスの

サークルです

一緒に踊りませんか !

矢代田公会堂で

民謡の

練習をしています

カラオケ歌唱を

通じて

交流を図ります

誰でも気軽に楽しめる

楽器です

いつでも遠慮なく

のぞいてください

小須戸音頭の

保存と

普及をめざします

楽しい曲にのって

身体も心も軽く動けば

リフレッシュまちがいない！

輝くあなたを応援します。！

中高年のための

初心者パソコン教室

健康と生きがいづくりを

めざします

川柳三要素・・・

うがちをベースに

軽みという技術が

加わりおかしみを生む

陶芸を楽しむ会です

初心者大歓迎！

陶芸場で

活動しています

水彩画の学習を通じ教養を

高めます

ロビー展へお出でください！
６月

８月

10月

12月

 2 月

折り紙･水彩画

書道･写真

水墨画･切り絵

俳句･川柳

陶芸・パソコンアート

　今年度も小須戸まちづくりセンター１階フリースペースで

小須戸文化協会の「ロビー展」を開催します。今年度は右の

予定表のとおり、6月から 2月までの偶数月に開催します。

　なお、奇数月は小須戸まちづくりセンターが、色々なイベ

ントや展示に活用していく予定となっています。

さあさあ、あなたもご一緒に !あなたもご一緒に !さあさあ、あなたもご一緒に !あなたもご一緒に !さあさあ、あなたもご一緒に !あなたもご一緒に !さあさあ、あなたもご一緒に !あなたもご一緒に !

能面打ちを楽しむ会 絵画クラブ 活き生きクラブ 免疫ヨーガこすど

あなたの作品を

自宅に飾ると素敵ですよ！

思い切ってやってみませんか

絵の勉強や写生、

美術館巡りを通じて

楽しく理解を深め、

交流します

操体法とロコモ予防と

ボケ防止

中高年の健康と

生きがいづくり

ヨーガで

健康アップを

図ります
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文　

芸　

欄

縄
と
け
ば
沈
丁
の
香
の
満
ち
満
ち
て　
　
　

本

多

玲

子

大
白
鳥
株
間
の
ひ
か
り
啄
み
て　
　
　
　
　

吉

田

松

子

大
試
験
合
格
の
子
等
は
じ
け
を
り　
　
　
　

間

野

え

り

に
こ
や
か
な
遺
影
に
語
る
彼
岸
入
り　
　
　

丸

山

紀

子

亡
き
妻
に
近
況
報
告
初
彼
岸　
　
　
　
　
　

熊
倉
ひ
ろ
む

去
り
難
し
な
ぜ
か
母
似
の
享
保
雛　
　
　
　

馬

場

綾

子

父
は
は
の
忌
な
り
日
の
差
す
春
障
子　
　
　

中

野

太

浪

亡
夫
愛
で
し
藤
満
開
に
忌
を
修
す　
　
　
　

吉

澤

文

子

み
つ
か
れ
ば
す
ぐ
に
摘
ま
れ
る
蕗
の
薹　
　

丸

山

紀

子

　
　
　
　十

八
の
明
日
を
架
け
る
選
挙
権　
　

  　
　

能
登
と
し
お

始
め
て
の
背
広
前
途
を
期
待
さ
れ　
　
　
　

増

井

都

留

コ
ネ
も
な
く
汗
と
誠
意
を
積
み
重
ね　
　

  

会

田　

修

多
事
多
難
の
ぼ
る
峠
に
光
る
汗　
　
　
　
　

保

科

志

枝

春
耕
の
手
止
め
眺
む
る
里
山
に

　

際
立
ち
て
見
ゆ
山
桜
咲
く　
　
　
　

    

玲　
　
　

泉

根
元
か
ら
雪
に
折
ら
れ
し
山
桜

　

健
気
に
咲
い
て
元
気
を
貰
い　
　
　
　
　

こ　

み　

け

い
と
し
さ
に
胸
ふ
さ
が
り
ぬ
そ
っ
と
出
す

　

男
孫
の
手
支
え
に
夜
道
歩
め
る　

    　

高

橋

キ

ヨ

〈前途〉
川  柳短　歌 俳　　　　　句

じ
ん
ち
ょ
う

か

き

ま
ご

つ
ま

と
う

め

し
ゅ
う

け
な　

げ

お
お

か
ぶ 

ま

つ
い
ば

は
つ 

ひ 

が
ん

き
ょ
う 

ほ  

び
な
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る
し
ょ
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じ

だ
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け
ん























































文　

芸　

欄

　

こ
ん
に
ち
は
！
４
月
よ
り
セ

ン
タ
ー
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
、
伊
藤
と
申
し
ま
す
。

　

皆
様
す
で
に
知
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
も
多
い
と
は
思
い
ま

す
が
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
『
高
齢
者
の
な
ん
で
も
相
談
窓

口
』
で
す
。
暮
ら
し
の
こ
と
、
体

の
こ
と
、
介
護
の
こ
と
等
、
心
配

な
こ
と
が
あ
れ
ば
早
め
に
ご
相
談

下
さ
い
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
す

ど
は
、保
健
師（
野
﨑
）看
護
師
（
新

井
）社
会
福
祉
士（
佐
藤
・
寺
口
）主

任
介
護
支
援
専
門
員（
伊
藤
）の
５

人
で
、
連
携
を
と
り
な
が
ら
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
に
な
っ
て
も
、
住
み
な
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
に
、
地
域
の
皆
様
、

民
生
委
員
さ
ん
、
行
政
、
医
療
関

係
者
、
介
護
保
険
事
業
所
の
方
々

の
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
お
手

伝
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

こ
す
ど
で
す
」

（
左
上
）野
﨑
、（
中
）寺
口
、

（
前
）伊
藤
、（
右
中
）新
井
、

（
右
上
）佐
藤
で
す
。

ラジオ体操で健康づくりをしましょう！

どなたでも参加できます。

日　　時：毎週日曜日　ＡＭ6：30

　　　　　(５月から１１月まで )

集合場所：小須戸まちづくりセンター

　　　　　駐車場

ラジオ体操健和クラブ　　　　　

　　　　　代表 高山 38－4681

ラジオ体操のお知らせ

　
　

題
材
は
自
由
（
お
一
人
一
句
ま
た
は
一
首
）。住
所
、氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー

　

ム
可
）、電
話
番
号
を
明
記
し
、
５
月
25
日（
水
）ま
で
に
小
須
戸
地
区
公

　

民
館
へ
。







俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集

　絵本の読み聞かせと語りの時間です。

　どなたでもどうぞ。

（読み聞かせボランティア「おはなしぽけっと」）

●会場：小須戸まちづくりセンター　１階保育室

●時間：午前１０：３０～１１：００

●平成28年度の予定 ※いずれも毎月第３土曜日　

　５月21日　６月18日　

　７月16日（★こわいおはなし会）

　８月20日　９月17日　10月15日　

　11月19日　12月17日（★クリスマス会）　

（平成29年）

　１月21日　２月18日　３月18日

●新津図書館主催の「読み聞かせスタンプカード」

 （秋葉区内共通。会場は区だより参照）を配布し

  ています。参加１回毎にスタンプ１個です。

  10個、20個で図書館からのお楽しみプレゼントが

  あります！

●市内の図書館では、乳児健診で絵本を届けるブッ

　クスタート事業や、家での読書を勧める「家読

  (うちどく)」事業を行っています。「おはなしの

  せかいへ」で紹介した本も、小須戸図書室や市内

  の図書館で借りることができます。あなたもこの

  春、図書館利用者デビューをしませんか?

「おはなしのせかいへ」「おはなしのせかいへ」「おはなしのせかいへ」「おはなしのせかいへ」「おはなしのせかいへ」
（新津図書館主催）



  

小
須
戸
中
学
校
地
域
貢
献
活
動

の
一
環
で
、
山
の
手
コ
ミ
協
環
境

部
も
協
力
し
、
４
月
21
日

（木） 
矢
代

田
周
辺
の
美
化
活
動
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

  

当
日
は
矢
代
田
駅
周
辺
と
県
道

白
根
安
田
線
沿
い
花
壇
の
２
箇
所

に
分
か
れ
て
花
植
え
を
行
い
、
小

須
戸
中
学
校
１
・
２
年
生
、
矢
代

田
小
学
校
３
年
生
、
矢
代
田
保
育

園
年
長
児
、
教
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
総
勢
２
８
０
名
で
美
化
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
中
学
生
、
小
学

生
は
、
集
合
場
所
の
舟
戸
公
園
ま

で
ゴ
ミ
拾
い
を
し
な
が
ら
の
移
動

で
多
く
の
ゴ
ミ
を
拾
い
、
県
道
沿

い
の
花
壇
に
は
秋
ま
で
花
持
ち
の

良
い
ベ
ゴ
ニ
ア
を
植
え
、
矢
代
田

駅
に
は
ペ
チ
ュ
ニ
ア
、
ベ
ゴ
ニ
ア

の
２
種
類
を
プ
ラ
ン
タ
ー
２
０
０

個
に
植
え
、
矢
代
田
駅
の
東
、
西

ロ
ー
タ
リ
ー
、
矢
代
田
保
育
園
を

き
れ
い
に
飾
り
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
、
新
津
駅
長
さ
ん

か
ら
「
駅
周
辺
を
き
れ
い
に
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
！
」
と
、

お
礼
の
言
葉
が
あ
り
、
矢
代
田
駅

の
１
日
の
利
用
者
が
２
０
０
０
名

と
聞
き
、
み
ん
な
ビ
ッ
ク
リ
！

　

植
え
た
花
は
、
秋
ま
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
水
や
り
管
理
や
苅

込
を
行
い
、
き
れ
い
に
咲
き
続
け
、

駅
利
用
者
の
癒
や
し
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

４
月
17
日

（日）
午
前
７
時
、
早
朝

の
親
水
公
園
に
中
学
生
１
５
０
人
、

自
治
会
や
企
業
、各
種
団
体
な
ど
一

般
の
方
が
１
０
０
人
、合
計
２
５
０

人
が
集
ま
り
、
約
１
時
間
の
ご
み

拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
集
ま
っ
た

ゴ
ミ
は
可
燃
ご
み
・
不
燃
ゴ
ミ
合

わ
せ
て
４
４
０
キ
ロ
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が

減
っ
て
き
て
い
る
の
か
、
こ
こ
何

年
か
で
一
番
少
な
い
量
で
し
た
。

参
加
さ
れ
た
一
般
の
方
か
ら
は
、

小
須
戸
の
中
学
生
が
こ
ん
な
に
も
大

勢
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加

し
て
い
る
の
は

す
ご
い
と
驚
か

れ
ま
し
た
。
小

須
戸
コ
ミ
協
の

活
動
は
、
地
元

の
小
中
学
校
と

連
携
し
て
行
う

こ
と
が
多
く
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

で
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍

し
て
く
れ
ま
す
。そ
の
度
に
素
直
で

一
生
懸
命
な
子
供
た
ち
の
パ
ワ
ー

に
元
気
を
も
ら
い
、
地
域
活
動
の

中
心
と
な
っ
て
く
れ
る
子
供
た
ち

に
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
コ
ミ

協
の
事
業
も
動
き
だ
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
で
活
躍
す
る
子

供
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

矢
代
田
周
辺
の

　
　
　
　
　

美
化
活
動

小
須
戸
地
区
ク
リ
ー
ン
作
戦
と

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ

ア

山
の
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

小
須
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会


